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研究成果の概要（和文）：本研究では、ICTを利活用した新たなコミュニケーション形態としての学習評価を行
うことで、教師と子どもだけでなく、保護者や市民も巻き込んだ真正の学習評価の実現を目指していくことを目
的とした。４年間の研究で、4点の意義ある成果を上げることができた。第１に、ネットワークに接続した1人1
台端末を活用した協働的な評価方法の開発である。２つ目にハートレーとモニターやAI、ドローンなどを活用し
た視覚化しにくい情報を可視化した評価方法の開発である。第３に、VRを活用してプレイヤー自身の動きの感じ
から活動を評価する方法の開発である。第４に、電子通知表につながる家庭やコミュニティと連携した評価方法
の開発である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a new form of ICT-based learning 
assessment as a new form of communication, with the aim of achieving authentic learning assessment 
involving not only teachers and students, but also parents and community members. Four significant 
outcomes were achieved during the four years of research. The first was the development of a 
collaborative assessment approach using one device per student connected to the network. The second 
was the development of an assessment approach that visualizes hard-to-visualize information using 
heart rate monitors, artificial intelligence (AI), drones, etc. The third was the development of an 
assessment approach that uses virtual reality (VR) to help players visualize their own learning. The
 fourth is the development of assessment tools linked to the home and community, leading to an 
electronic school report card.

研究分野： 体育科教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、GIGAスクール構想によって実現した1人1台端末を活用しての体育での学びに大きな貢献を果た
すものである。また、新たな協働を可能にするICTを活用した学習評価によって、子供主体の子供の為の子供の
学びをよりよく実現できることが可能になった。令和の日本型学校教育が叫ばれているが、本研究ではICTを活
用して「個別最適な学び」かつ「協働的な学び」を実現できる学習評価を提案している。新しい時代の体育を支
援する上での基盤となるICT利活用について具体的な方法と共に、成果と課題を明確にして提示することができ
ている。このような点において学術的意義や社会的意義の高い研究成果を提示できた研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 C-19、F-19-1、Z-19（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
グローバル化や情報化が急激に進む現代において、これからの時代は予測不可能なほど不透

明なものとなっている。このような時代を生きる子どもたちにとって、知識や技術をたくさん身
につけることが重要なのではなく、知識や技術を協働的に活用し、使いこなしながら新しい学び
を創造していくことが重要である。すなわち、協働的で探究的な学習を経験して学ぶことを通し
て、これからの時代で生き抜く力を学ばなければならない。そこで、教科を横断して育む力とし
てコンピテンシーに注目が集まり、これは 21世紀型スキルと表され、これまで以上に教科間の
強い連関が求められるようになった（ファデルら，2017）。 
 しかしながら、鈴木（2015a）が、体育を「ガラパゴス化する体育」と表現するように、教科
の特殊性を強調し、他教科とは一線を引きながら、独自にこれまでの学習観を引き継いできてい
るのが体育の現状である。教師の授業改善についてアンケート調査した際、教師は親のニーズや
既存のスポーツ大会に強い影響を受け、授業改善を積極的にしようとしていないこともわかっ
ている。このような現状は、保護者や市民などからの体育に対する期待と連動しているところが
大きく、それは目に見えやすいスポーツと関連して成果を捉える傾向にあるといえる。したがっ
て、21 世紀型スキルといわれる視点から体育の学びを捉えたところで、現代社会が体育に求め
るニーズとは乖離してしまい、そのような学びを志向する教師と、子ども、保護者、市民の間で
葛藤が生じているのが現実である。このような状況の中で、鈴木（2015b）は、子ども達、教師、
保護者、市民がかかわりあって学び合う場の創造が難しいことを指摘し、それらの人々の間で評
価規準のズレがあることを指摘している。すなわち、学習成果を適切に評価し、それを教育に生
かしているとは言い難い状況にある。とりわけ、教科書が存在しない体育の実技分野の学習では、
その違いは大きい。そして、教師でさえも、その学習成果観に大きな違いがあり、まして保護者
ともなれば、その学びの実際を知ることは難しく、学びに向き合う姿勢さえも異なっているとい
える。 
このことは、コミュニティとの連携、学校間の連携、家庭との連携なしに体育の授業は変わら

ないことを意味していると考える。そこで、鈴木（2015b）は、真正の評価を実現する為に、ICT
の利活用と保護者との連携が鍵であることを提唱している。また、保護者と学校をつなぐ取り組
みとして、鈴木・斉地（2007）は、情報機器を使い、学習成果を保護者と共有し、協働的な指導
を促していったと結論づけている。さらに、鈴木ら（2017）は、評価場面での ICT の利活用につ
いて具体的な実践例を示している。しかしながら、これらの研究では、動画情報による評価を通
した保護者の満足度について整理されているものの、その評価が教育にどのように機能し、貢献
しているかについては明らかにできていない。また、そのような評価によって、どのような学び
の共同体を生み出し、変容させていくのかについても明らかにされていない。 
加えて、鈴木（2016）は、ICT が分析ツールや記録ツールとして活用されるのではなく、コミ

ュニケーションツールとして新たなコミュニケーション形態を教育実践に生み出す必要がある
ことを述べ、単純に ICT を学習カードなどの代替ツールとして考えるべきではないことを述べ
ている。このように、ICT の利活用が有効であることの可能性が示される一方で、それを評価ツ
ールとしてどのように生かすかについては、未だ不透明であるといえる。近年では、生活におけ
る IoT 化が進む中で、移動通信システムが４Gから５Gへと変化しつつあり、これまで以上に大
量の情報量を送受信できるようになってきている。そのような時代では、教育でも IoT 化が進む
ことが予想され、新たなコミュニケーション形態としての評価システムの開発が可能であると
考える。 
 
２． 研究の目的 
Biltz & Schulman(2016)は教師の専門的力量の成長に保護者・市民との関わりが大切である

ことを明らかにしている。また、Guskey(2013)は保護者・市民の満足度を高めることが学習効
果を高めることにつながることを明らかにしている。このように教育に保護者や市民が参加す
ることの重要性が近年強く叫ばれ、評価への参加の重要性も主張されている（田中，2008）。
そのような参加型評価の重要性はプログラム評価（橋本，2016）、そしてエンパワメント評価
（フェッターマンら，2020）において主張されてきた。しかし，学習と指導と評価が一体であ
るとする鈴木（2003）の考え方を踏まえるならば，参加型の評価を学習評価としても捉えるべ
きである。すなわち、本研究は、これまでの研究で明らかにされてきた保護者や市民を巻き込
み、グローバル化、情報化時代における新たなコミュニケーションの形態を教育に導入し、質



の高い体育科教育実践を実現する為に、ICT を利活用した学習評価のシステムを構築していく
ものである。すなわち、一般的に学習評価は、学習者の自己評価、自己理解、教師の授業改
善、評定などの補助資料に活用されるものとして考えられてきたが、それに留まらず、本研究
では保護者や市民を巻き込み、それらの人々も含めて体育に対する理解を、学習評価を通して
促すことを求めている。そこで、本研究では、子どもや教師がよりよい教育を進める為に、保
護者や市民を参画させ、共に学びを見つめていく視点を持たせることを求めている。また、情
報化社会において、ICT は我々の生活を激変させているが、これまでの研究を踏まえ、ICT を
利活用し、「学習評価としてのコミュニケーション」（鈴木，2003）をよりよく作動させ、体
育の中でも 21世紀型スキルを学び、深めていくことができるような評価のシステムを構築す
ることを求めていく。さらに、このようなシステム開発を行うことによって、他教科とのつな
がりも明確となり、体育の果たすべき役割がはっきりすることになり、体育で目指すべき子ど
も像も創り上げることができると考えている。 
 
３． 研究の方法 
（１） 子ども、教師、保護者、市民を巻き込む学習評価実践とそれらの機能に関する実態を明

らかにする。 *質問紙調査やインタビュー調査によって実施 
（２） 学びの共同体を支える学習評価のシステムを開発する。 ＊学校教員と連携して開発 
（３） 開発したシステムを実証的に検証し、その有効性を見出す。 

＊開発した方法を導入した授業を対象として、意識調査や参与観察によって検証 
 
４． 研究成果 
（１）子ども、教師、保護者、市民を巻き込む学習評価実践とそれらの機能に関する実態  
 石井・鈴木（2020）による「保護者の体育学習に対する認識に関する研究」では、保護者が
体育に対してどのような認識をもち，家庭で子供に対してどのようなかかわり方をしているか
を明らかにした。その結果，主に以下のことが明らかになった。 
①保護者は体育の学習に対して，身体活動を通して運動や練習の仕方を考えたり，うまくい

かなったことを考えて次の学習に生かしたりする「認知主義的学習観」を大切にしている。 
②体育が好きだった保護者は，体育の学習は「たくさん繰り返して練習したり，たくさんの

種類を練習したり，長い時間練習したりすることが大切である」という「練習量志向」の認識
をもっている傾向がある。 
③保護者は，体育の学習課題は教師に与えられるものであると認識している。そして，その

課題を解決するために，たくさん練習したり，運動の仕方を考えたり，うまくいかなかったこ
とを次に生かしたりして運動ができるようになることが体育での学習であると認識している。 
これらのことから，学習者によりよい学びを実現していくには，学習者・教師の関係だけで

なく，保護者・学習者・教師間で，学校での学びを家庭につなげることが重要であることが示
唆された。その一つが，より家庭と連携した学習評価の在り方を模索することである 
それを踏まえて、石井・鈴木（2021）による「『メディアポートフォリオ』による保護者

の体育の学習観変容に関する研究」では、ICT 機器を利活用して長期的に子供の学びのプロ
セスを撮り溜めた「メディアポートフォリオ」が保護者の体育の学習観の変容に対して，どの
ように影響しているかを明らかにすることを目的とした。保護者と「メディアポートフォリ
オ」を共有する前と後に，保護者が認識する体育の学びについて自由記述で回答してもらい，
量的・質的に分析した結果，保護者は「メディアポートフォリオ」共有前までは体を動かした
り，仲間と協力したり，技能が身に付いた「結果」に体育の価値を求める学習観を有してい
た。「メディアポートフォリオ」共有後，保護者はその影響を受けて，「思考力・判断力・表
現力等」や「運動に主体的に取り組む態度」にも着目するようになり，子供が豊かに関わり合
いながら体育を学ぶその「過程」に体育の価値を求める学習観に変容したことが明らかになっ
た。 

また、石井・鈴木（2022a）の「保護者の体育に対する価値判断規準の変容プロセスに関す
る研究」では、「メディアポートフォリオ」（鈴木,2007）を子供・保護者・教師の 3者間で
共有することを通して、保護者の体育に対する価値判断規準がどのように変容するかを明らか
にした。「メディアポートフォリオ」を 2年間にわたって共有した保護者の中から、子供との
相互作用に変化があった 3人を無作為で選定した。それらを対象に、ライフストーリー・イン
タビュー調査を実施し、複線径路・等至性モデルを用いて分析を行った。 



その結果，保護者目線から幼少期の我が子からつくられたイメージや周りの子供と技能を比
較していた価値判断規準から，子供自身の体育の学びの表情から、子供の視点で学びを解釈す
る絶対評価に体育の価値判断規準が変容したことが明らかになった．具体的には、「メディア
ポートフォリオ」共有当初は、保護者は我が子の運動の出来や基本的な体の動かし方に対し
て、保護者の視点で体育の学びを相対的に価値判断していた。しかし、「メディアポートフォ
リオ」を長期的に共有することで、我が子の「いまーここ」の体育の学んでいる子供の表情に
注目するようになった。さらに、保護者は運動への参加の仕方や技能発揮の仕方，思考を働か
せている場面を、子供の視点から価値判断する規準へと変容するプロセスが明らかになった。
また、「メディアポートフォリオ」を子供・保護者・教師間で長期間共有することで、保護者
は子供のありのままの姿を認めながら，子供に寄り添って支援的なかかわり方に変容すること
が示唆された。 
 加えて、石井・鈴木（2023）の「保護者の体育に対する認識形成プロセスに関する研究」

では、保護者の体育に対する認識に注目をし、その形成プロセスについて明らかにした。そこ
で、体育で目的としていることと比べて、その認識に相違がある小学校第５・６学年の子供を
もつ保護者 10名を対象として半構造化インタビューを実施した。得られたデータは修正版グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチにより分析をした。その結果、学生時代に相対的な技能
への称賛を受けてきた経験が、体育での技能重視の認識を強化する要因であることが示唆され
た。また、その認識を再形成するためには、学校が保護者に子供の体育の学習状況を適切に伝
えることに加え、保護者と子供間で体育に対する社会的相互作用を生み出すことが示唆され
た。本研究の結果より、学校と家庭が子供の体育に対して共通認識を形成し、共に子供の学び
を支える連携システムを構築する上で、学校と家庭をつなぐ 1人 1台端末の環境を構築してい
く必要性が示された。 
 
（２）学びの共同体を支える学習評価のシステムの開発と検証 
伝統的な学習評価では、共通の「ものさし」を使って、相対的に子どもを評価し、子どもた

ちを序列化してしまうことにつながっていた。しかし、個別最適化された教育においては、学
習者一人一人が、異なる「ものさし」を使って、自らの学びを評価し（自己評価）、そこに他
者の異なる「ものさし」を当てた評価を含めることによって（他者評価・相互評価）、自分で
は気づけなかった視点に気づき、新たな学びを拓くことができる。そして、これまで学校で完
結してしまいがちであった学びを家庭とつなぐことも可能になる。学びの成果を視覚化し、共
有することで、保護者とそれを共有することも可能となり、地域の専門家などとの連携も可能
になる。このように情報端末の活用によって生まれる学習評価情報の変化や情報共有の変化
は、評価方法そのものに変化を生み出している。例えば、ネットワークに接続した情報端末を
一人一台持つことで、学習成果を即時的に学校と家庭で共有することは可能になり、アセスメ
ントによって蓄積した評価情報をいつでも参照可能になる。単元末や学期末、学年末は、一定
期間の中でどのような変化があったかをデータ処理して確認することで、真正の絶対評価を行
うことができる。 
また、体育の目標として豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の具体として

「運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を営む態度
を養う」ことが述べられている。この目標は、生活の中で発揮されるものといえ、体育での学
習成果がこの力の育成につながっているかどうかは、家庭生活の中での運動との関わりにおい
てであると考えられる。そこで、情報端末を家庭での生活とも連動させることで、学校での学
習と家庭での生活を結びつけて、より豊かな生活を導くことができる。さらに、これまでの授
業では、教科ごとにノートを作成し、学習したことを記録していった。しかし、学習内容の考
え方をコンテンツからコンピテンシーへと転換させている現代においては、学習成果の記録そ
のものが教科としての緩やかな枠組みを持ちつつ、有機的に関連づいて残されていくというこ
とが可能になる。 
以上のようなことを踏まえて、本研究では、下記の３つの ICT を活用した学習評価システム

を開発し、その成果と課題を検証した。 
 
①新たな協働による評価 
 1 人 1台端末を活用した新たな協働的な評価として eAssessment ツールを開発し、成果と課
題を整理した。この代表的な研究は、A COLLABORATIVE EASSESSMENT TOOL TO DEVELOP 
TACTICAL UNDERSTANDING IN GAME TEACHING (Suzuki,Ono and Fujimoto, 2021)である。 



②見えにくいものを可視化する評価 

 見えないものを可視化して評価情報として共有する研究にも数多く取り組んできた。対話を
可視化したり、心拍数を可視化したり、上空からの俯瞰映像を子どもに提供して評価に活用す
る取り組みを実践してきた。そして、それらの成果と課題を数多く「体育科教育」「楽しい体
育の授業」で発表している。 

③電子通知表の開発 
本研究では、保護者・地域をつなぐ電子通知表の開発を行った。代表的な研究は、デジタル

通知表「メディアポートフォリオ」の実践 (石井・鈴木, 2022b)である。 
 
５． まとめ 
 本研究を通して、GIGA スクール構想下で活用可能な体育での学習評価方法を数多く提案し、
その成果と課題を共有できたことは大変意義ある取り組みであったといえる。研究スタートか
らすぐにコロナ禍に入り、海外での調査や学校での調査が難しいところもあったが、学校での
ICT 活用は、急速に進展し、その中でこの研究を前進させることができた。学校での導入する
上では、個人情報の保護の問題や機器の整備の問題なども残されているが、そのような課題も
解消しながら、本研究の成果を発展させるべく、取り組みを進めていきたい。 
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